
西マレーシアにふ、けるカリビアマツ試験造林

12年の成績一生長と地形。土壌，地位区分

千葉茂 ・小川 章 ・永田義明

1.はじめに

温度と水分に恵まれた南方地域におし、て，製紙原木の早期生産を計るべく，昭和45

年から，南方造林協会および会員製紙会社は，試験造林の適地を，各国林業関係諸機

関の協力の下に選定した。

王子製紙は，マレーシアのジョホーノレ州に適地を得たので，現地法人 (OMP)を設

立し，昭和46年より養苗，47年より 51年までに， 500 haの試験造林を行なった。

試験開始後3年w:に調査を行ない，昭和59年で 12年目，第4回の調査を行なった。

当初の計画で，パノレプ材としての収穫を 13年としたので，今回を最終調査として取り

まとめた。

2. 試験造林地の概況

試験造林地は，マレーシア， ジョホーノレ州パローに近い，北緯2度，東経103度に

位置し，東西方向に長し、 500haの一団地である(図ー1)。

地形を，大略長方形の試験造林地全体からみると，東側部分には，標高 144mの最

高地点があり ， 西側部分の標高 30~60m の波丘地(波状起伏地)に速なっている。

傾斜は東側高地を中心に， 20~30 度， 西側波正地では 10 度前後以下となっている。

気象を，最寄りの観測地点， グノレアンにおける値でみると， 年平均気温は25.60C

で，年間殆んど差は見られない。年間雨量は，1961~1970 年平均で 2， 36 1 ミリ，月期j

雨量は 12月が最多で347ミリ，次いで， 10， 4， 3， 5月のl順で，最少は7月の 135ミ

リである。年間，月別雨量の年による変動は極めて大きL、。

植生は， マレ一半島の森林型のうち，低地常緑降雨林の低地フタバガキ林に属し，

中部ジョホーノレ州の標高300m以下に普通に見られる植生で，経済的にも重要で

ある。樹種は非常に多く，草木，木性ツノレ類も含めて ha当り 250種にも及び，上層

CHIBA， Shig巴ru，OGAWA， Akira， & NAGATA， Yoshiaki: Twelve Years' 
Performance of Pi抑制scaribaea Trial Plantation in West Malaysia 
- Growth as Affected by Topography， Soils， and Site Classes 

王子製紙(株)林木育総研究所

熱帯林業 No.1 (1984) 11 



， 
〆

100" 102" 

図 1 試験造林地 位 置凶

林冠~巨大高木層は 30~50m に達 し ， :t.fi百は不連続になる。板根を持つものが多く，
木試験地内にも巨大な板根が残っている。経済性からの区分では，赤メランティ ・ク

ノレイン林に属し，上層木は赤メラ ンテ ィのグループが優占している。試験造林地設定

前の林相は，既に択伐により，巨大上層木の赤メランティは収穫された所謂天然、二次

林で，樹高30mを越す広葉樹も散生していた。

土壌は，赤黄色ポドゾノレ性土壊，ラテライト性土壌，及び，地下水土壌で，東側高

地を中心に赤黄色ポドゾノレ性土媛，西側波丘地を中心にラテライト性土壌が分布し，

沢沿い平坦~緩斜地に地下水土壌が見られる。

3. カリビアマツの生長と地形・土壌

試験造林地は， 異なる環~条件下におけるカリビアマツの生育諸特性を明らかにす

るため，種々の地形， 種々の土壌条件下に設定された。

調査結果のうち，カリビアマ、yの生長とJ也形，土壌について検討する。

1) 生長と地形

カリビアマツの生長を値栽j出の地形からみると，試験地全体として，商側波丘地で

最も生長は劣り，12年生で平均樹高 11.0 m，これに対して，東側高地の斜面下部が

最も生長良好で 12年生で平均樹高 15.6111，と地形による生長差が大きい。

12 熱 帯林 業 No.1 (1984) 
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図ー2 亦黄色ポドゾノレ性土成(亦色系地質土)におけるカリビアマツの生長と

斜面上の位置

さらに，東側j高地音sでは，斜商上の位置による生長差が大きL、。高地部北似ijの，傾

斜25度前後，斜面長約200mの斜面上部，下部でカリビアマツの生長を比較した

(図ー2)。

樹高については，斜面上部，下部の順に，平均， 3年生で4.9，5.8 m， 6年生で

7.1， 9.3 m， 9年生で8.4，12.0 m， 12年生で，9.9， 15.2 mとなっており，斜面下

部で，各林齢共，よい生長を示している。

胸高直径では，斜面上部，下部の順に， 平均 3年生で7.9， 8. 9cm， 6年生で 11.1， 

11.9 cm， 9年生で 12.4，14. 1 cm， 12年生で，13.7， 15. 7 cmとなっている。形状比

〔樹高÷胸高直径)を斜面上部，下部でみると，3， 6， 9， 12年生で，上部， 62， 64， 

68， 73，下部， 63， 78， 86， 97で， 形状比を斜面上部，下部で比較すると， 各林l鈴

共，斜面iド部で大きい (ヒi{J5に比べ樹裂が調D長〕傾向が見られるυ

2) 生長と土壊

(a) 生長と土Ji~ タイプ

試験造林地の土j授は，赤黄色ポドノソレ性土壌， ラテライト性土壌より成り，その他，

地下水土J;í~が見られるが， 500 ha全体について，土J袋調査の結栄，さらに，土色，土

性，有効深度等から，表一lの通り， 5つの土坊タイプに区分された。

これらの土壌タイプは，地形と関連して分布が見られ，赤黄色ポドゾ、ノレ性土壌赤色

系は東側高地を中心に，同黄色系は，高地南側山麓部に， ラテライト性土壌は西側波

熱帯林業 No.1 (1984) 13 



表-1 試験造林地における土壌タイプ区分

土壊タイプ 特 徴

赤黄色ポドゾノレ性土域 |土色，赤黄色
| ラテライト牒層は見られない

赤色系 |下層 (B層)の色調が，例土色帖の 5YRの色相

円 |ー)の…間一質

埴質土|下層 (B層)の野外土性，埴質壌土より埴質

主苧空 J!Ji!i(B竺ユ哩?と竺竺巴竺竺竺ヤ
ラテライト 1生土機 I i架さ 1m以内に，ラテライト磯!曹を持つもの

I (大抵， 20~50 cmで，ラテライト磯層出現)

地十水土壌 |深さ 1m以内に，グライ!習を持つもの
大抵， 20~30 cmでグライ層出現)

備 考 l各土壌タイプを通じて，さらに有効深度 50cm以上を
|深土，未満を浅土と区分した。

丘地に，それぞれ分布している。赤黄色ポドソソレ性土綴赤色系は，その約85%が砂質

土であるが，埴質土は，高地北側斜面に見られ，又，地下水土壊は，沢I'B"、平坦~緩

斜地に認められる。土嬢タイプ別面積割合は，赤黄色ポドゾノレ性土壌52%(赤色系砂

質土34.6%，同埴質土6.2%，黄色系 11.2%)，ラ テラ イト性土壊40.2%，地下水土

壊7.8%となっている。

土嬢タイプごとの理化学性(マレーシア林試:

FAO; 国立林試!協室長(当時))については，先

ず，理学性では， 土佐で，各土壌タイプを通じ

て，微砂%に大きな差異はなく，粘土，砂%に

差異が認められ，赤黄色ポドゾノレ性土壌における

土性によるタイプ区分となっている。三相組成で

は孔隙量の少ないことが特徴で， とくに埴質土壌

では下層が堅密となる。土壌水分は，調査IJ寺の 2

~3 月は雨量の少ないfJ守JWにあた っ ているが，我

国では尾根筋の乾燥土壌の水分状態に近く，可成

り乾燥しており，ラテライト性土壌の表層，赤黄

色ポドソノレ性土壊の斜面上部表層等で，その傾向

は大きい。

化学性については，各土壌タイプ間の差異は明

写真ー1 カリビアマツの生長 らかでないが，赤黄色ポドソツレ性土壊で、斜面下部

の良い箇所 土J震が，斜面上部土壌に比べ， pH大， N， P， K 

14 熱帯林業 No.1 (1984) 



含量大，養分保持力大などの傾向があり，地形による土壌化学性差異が認められる。

各タイプを通じて，化学性は，pH4. 2~4. 9と酸性つよく，有機物含量は少なし、。炭

素率は低<，有機物の分解は良い。三要素中では，燐酸含fEが少なく，施肥試験で，

燐酸の効果が認められたことと符合する。

カリビアマツの生長と樹高生長の関係を，林齢別にみると，図ー3の通りで，赤黄色

ポ ドゾノレ性土駿黄色系て'f:t.，各林齢を通じて生長はよく，ラテライト性土壌，地下水

土壌では，わるL、。赤黄色ポドソツレ性土壌赤色系で、は，砂質，J:I直質土共に，同じ土;嬢タ

イプ内で各林齢共，生長差が大きいが，これは地形の違いによる土壌の理化学性差異

によるものと見なされる。

(b) 生長と土壌有効深度

土嬢断面調査により土壌の有効深度，即ち樹木の根が自由に伸張し得る土層の深さ

が測定されている 16地点について，カ リビアマツの樹高と有効深度の関係を，林齢別

に，図-4に掲げた。カリビアマツの樹高生長と土嬢の有効深度との相関は高く， 3， 6， 

9， 12年生を通じて，1~596水準の相関が認められ， 土機の有効深度は，生産力の一

つの尺度となることが明らかとなった。

カリビアマツの根系についても調査を行ったが，直線性であることが認められ，有

効深度の浅いラテライト性土機では，有効深度の深い赤黄色ボドゾノレ性土壊に比べ，

線系の発達が著しく不良で，樹高生長も劣っている。カリビアマツの生長と土綴の有

16 m 
14 

n
ノ

“

ハ

H
V

I

I
 

-n
 

(
 

22 
ロw賞色ポ ドゾル性土娘

(亦色系砂't'{土)
国

(功、色系地質土).. 
(黄色系砂質二七)

A ラテライト性土壌
" J也ー1で71<ニiょl'i{
(州l本は採さ50-100cmけテライト!{il¥
2本は、グライj百 j 

回
自B図

回 a晶
国

E車
ロ

ロロ ロポ
ロ

自
目

20 

18 

8 

件
目
向
油相
止
刷

。
即

d
叫

1
倒
防

悶

川

町

三

暗

唱

よ
A
W
o
b岡
山

ロ

ロ 図。a
ロ趨

翻

意

♂
 

ロ 図

ロ ロE16. 

2 
企金

。
2 :3 4 5 6 '1 8 9 10 li 12(ヰ)

林 骨骨

図-3 カリビアマツの樹高生長と土域Pイプ

熱帯 林業 No.1 (1984) 15 



体齢1年~t(2年2 ヶ ~-3年2 ヶ 1 1) tI齢6年生 ( 5年2ヶ 11-6年 I~齢9~ 止(8 年 2 ぅ 11-刊 If肺 1Z年生 ( 11年2ヶ 1HZ年)
2Jf)山けM'Iビアマツの樹品t(r)における引lピ7マツの聞配 (y)におけるカリビ7マ、ノの仰い匂)凶けるプ(11)ピTマツの樹高と

一 土壇の有効車腔 1 :l噴の拘劫揮度 1 土壌の"劫帯広 一 1J:fiiの有効探度

ー
下

/
F
h
v

一口
U

@

ド。

ロ

/

固

下

/
告

白

上

白

/

干

上
十
口

A
U

crF 

目(ー

t/ロt
/〆

l匪E;
か //

JJPロlltji 

四 i

/

!
 

ト
ト
i
hド

O
D
図

1
0J
 

卜
口

千
/
ロ
ド

園
/
自

!悶

(
 

A
凶

O

/
殴

l
b

/

ト
ロ

ト
ロ

/

1

・・

凡 l刊
ロ亦首色ポドゾル性j壊

(".色呆砂質)
函

15j U:日埴賀)
回 m

(黄色晶)
&ラTライト性オ曜
(Jlの博司1I、斜面上の位置)
(色。口~企、他二れと同時)

占117M;
イ--u "" ~ ß1. l 

制

lU 

(111) 

y ~ 4.0630 + 0.0293x y=5.0460+0.U658x 1 y=7.3971 日 611ix 1 y'.8.7632+0.0783x 
r二 0.5146・ r =0.6557・・ ニ 0.5374' I r 。 (x)1 ( x ) し一一二二一一~(X ) I (x) 
20304050 6070 80(cm) 203040506070 80(cm) 203040506070 80(c，，1 203040506070 80(，m) 
土壊の有効深度 1)J'iのイJ効深度 土域内有効深度 土壊の有劫深l良:

林i鈴 3，6， 9， 12年生におけるカリビアマツの生長と土坊の有効深度

効深度に見られる高い相関には，恨系のl白I:{良性も関与していると考えられる。

3) 生長と地形， 土機

標高 144m， 傾斜 20~30 度の高地部から ， 標高 30~60 m，傾斜 10度前後の波li地

にわたる試験造林地500haにおけるカリビアマツの生長と，地形， 土壌の関係をみ

ると，地形による土壌の差異が，生長を大きく左右している。

地形によるカリビアマツの生長差を，樹高についてみると，東側i高地の斜面下音11で

緩も良い生長が認められ， 12年生で，平均15.6m，これに対して，高地斜面上部で

は平均 11.3m，又，波丘地で 11.0 m となっている。沢沿い平坦地に植えられたカリ

ビアマツは3年生時点で，高地斜面上部より劣る 4.3mの樹高で 6年生|時点までに，

過滞のため，大半が枯死に至った。

土J:i~からみると ， 高地部はi}j、黄色ポドゾノレ1!l 土Jj~の分布域であるが，地形により位二

質が異なり，斜附下部の最も生長のよい地域は，黄色系，又は，赤色系砂質士、の有効

深度の大きい土j設で，理化学性にすぐれているo これに対して iVb地斜市i上部は，有

効深度の小さい，埋化学tl:の劣る こU:1~とな っている O 斜関上干 で土墳の性質を比較す

ると(尚j山北側斜凶での分析結来)斜雨下部土撲は，上部け，);111より，有効深度大， ]1H 

大，室来，燐酸，加里合Et大，膨i欽，水分合量大，養水分保持力大の傾向が見られ，

地形によるカリビアマツの生長差と符合する結果となっている。

波丘地は，ラテライト性土擦の分布域で， ラテライ，.li3!~層が，深さ 20 cm i立から出

現し， そのため，有効深度のとく に小さい土壌である。沢沿い平坦地は，地下水位が

高く，ラテライト性土嬢同様，有効深度の小さい過湿土機で，共に， カリビアマツの

不適地である。

図 4
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4 樹齢及び地位別生長

1) 材積表の調製

OMP試験造林地は昭和50年の第 1回調査より 3年毎に調査を実行してきた。第

2回目の昭和53年の調査では樹齢の古いものは6年生に達し，単木及び林分材積の推

定が必要になってきた。

そこで昭和53年， 第2回調査l侍から材積表の作成作業を進めてきた。

供試個体は第2回(昭和53年)，第3回(昭和56年)，第41亘1(昭和59年〕調査時

それぞれ57，31， 49個体計 137個体で，調査年次毎に樹高，胸高直径が網羅されるよ

うに選木した。

測定は 1~2 rn 毎に区分求積を行ない図-5に示す がH(D=胸高直径cm，H=樹

I白川〕とl文千lき幹材積の関係式V=0. 00003197 D2H -1-0. 0190を算出した。

木部利用材積は皮千Lき幹材純ーから先端部直径7.5cm ;fと泌を除外した材績に本部本

企乗じて求めた。

木部率の算定には全 137{同体中の62個体を用い，区分尚毎に王切り L，皮Hき，
!主なし l直径を i11U定した。 木部率は胸高直径20cm， 25 cm， 30 cmでそれぞれ70%，

80%， 81. 5%程度となった。

以上の結果を取りまとめ表 2に示す立木幹材積表とした。

それぞれの地域で、算出された立木幹材積を図4 に示した。

皮付き，皮なし両幹材積はタンザニアの例があるが，皮付き幹材積では!胸高直径

20cmで14%，30 cmでは6%タンザニアの方が OMPより多いが， 逆に皮なし幹

材積では胸高直径20cm， 30 cmでそれぞれ6%，16%少なし、。この差は樹皮厚のち

がし、と考えられる。

一方皮なし木部利用材積は材積の多い順にブィ ジペマ レーシア，クイーンズラン

ド，タンザニアとなる o 本報の OMP立木幹材積はマレーシア (SMART、1972)とは

胸高直径20cm， 30 cm で 1.4%， 3.8%の差， またブィジー (DRASA & LOLOLO 

1972)とは胸高直径20cm， 30 cmで3.3%，0.08%の差であり，両地域の材積表はほ

m:1 

1.0 
)JL 。0.8
云三

11i.w 
.・.

J町ペ V=0.00003197 D'll卜0.0190

5，000 10，000 15，000 20，000 25，000 30，000 

D2H 
図 5 D2Hと皮十jき幹材積の関係

ぼ似た値である。但し，地域に

より皮なし木部利用材積でもク

イーンズランド，タンザニア，

フィンーでは切株 15cmは除

外したり，先端部の除外など求

彼方法の違いも含まれている。

後述の樹曲fL地位別生長の材

積は OMPの求積式を使用し

た。

2) 樹齢及び地位別生長

昭和50年の第 1回調査から

熱帯林業 No.1 (1984) 17 



表-2(1) カリ ビ アマツ立木 幹材 ft(表

子1オ=F司1 9司1 一τ;干司J可1 ----: 1 -- r-"1 ~~川汀一 一川1- 1~川1 15午r;;-司可7可寸1--τZ下ぐ

1判l :(::: :!! :i::: :;!:;::; : ; ;::祭:2i口叩問州!!5怒駅山jig引引;i引円:円円::;
9iq目的竺71222;!1211羽羽 ;;21;21!?2
0jiil:;iiJijl:jjzigiiiJ;日;説:ii日i;il;ii

17 

18 

19 
20 

21 
22 

23 

昭和59年の第4巨|調査まで種々の条件下に設定した固定プロッ トについて生長調査
を続けてきた。昭和59年の第4回調査時には 一部若齢造林地が伐採されたが 5試
験種， 27の固定プロットで調査を行なうことができた。

図ー7，8に樹齢対樹高，樹齢対胸高i直径について 27凶定ア日ッ トの平均値をがし

た。これらの測定値を基に樹齢対樹高及び胸高直径の生長曲線を求めた。

樹齢と樹高は IogH =0.622 Iog YーO.197 

樹齢と胸高直径は D= 12. 542 Iog Y -10. 229が得られた(但しY=月数)。
18 熱帯 林 業 No.1 (1984) 



表-2(2) カリビアマ ツ立木 幹付税翌日
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初!?お32羽gill:務|;淵::羽詰問 ;;ii|:;:?i!::i湖:2711部
21 1.26141.28751.31511.34391.374剖.405引.438創 47281. 50841 . 545引.583同 6232

22 1.27291.30031.3292;.35941.39111.42411.45861.49451. 53171 .57041 .610司.652ゆ
20921 .232剖.256剖 28171.3市8剖.336制.36491.39唱01. 42631 . 45881 . 49241 .5273 

2:~ 1.28441.31311.34331.37491.40801.442引.47861.51611 .55501 .59551 .63741 .6808 
218剖.242剖.268刻.29471 . 32251 . 351創 .381引.41321.445唖1.479創 .515叫.5514

24 1. 29601 . 325叫.35741.39041 .42491 .461則.498引.53771 .57831 . 62明 .664刻.7096
228剖 253副.28001 . 30771 . 33671 . 36691 . 39851 . 43131 . 46541 . 500訓 53761.5756 

25 1.30751お側幻ぽ 4州制81.47叫 5 1制問~I 刷71 .6州 .ω叫 7議

注) 上段細字 皮付き幹材綴

下段太字 木部利用材捌 (先端 7.5叩 未満除外， 皮なし)

プロットによる生長差は非常に大きい。樹高についてみると，3年生では 3.8mか

ら7.6m，8~9 年生では 6.0m か ら 1 1. 2 m， 1l~12 年生では 9.4m から 17. 4 m と

大きな生長差がある。

そこで27固定プロットの調査年次勿のデータを基に OMP試験造林地内での地位

区分を行なった。 樹齢3，6， 9， 12 年生にJ免 t~l した樹高，胸市直径から標準偏差 (σ〕

を求め，樹齢別基準生長曲線から土0.6σ をE等地の範凶とし， +1.8aをI等地の

上限，-1. 8σ を皿等地の下限とする3分割の地位区分を行なった。

樹齢別に地f立区分された生長は表-3に示すとおりである。 12年生についてみると，

I等地では，樹高， 胸高直径，単木材積，林分材積(皮付き 1，700本/ha{1直，現存率

熱帯林業 No.1 (1984) 19 
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図-7 樹齢，地位別生長(樹高)

20 

18 

FO
 
I
 
-KB
 
t
 高 14

H 12 

10 

80%)それぞれ 16.8 m， 19.9 cm， O. 232 m3， 316111" (年平均26.3 11Iつとなる(写

真ー1)。

一方生長の惑いE等地は 12年生で林分材積 117m3とI等地の約 1/3の生長で，傾

斜地の斜面上部及びラテライト性土壌地帯がそれに該当する。
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表-3 カリビアマツ樹紛，Ji!l f;'[jJIJ生産量

lfi. 木生長 林分生産 年平均

樹齢|地位1." "'-I胸 高|皮付き |木部利用|
樹同|直径 |幹材積 |幹材積|J.忠
(m) I (cm) I V 1 I v. 1"'.' 1 

0.8持*
N・V. 皮付き|木部利用

I 7. 15 10.8 0.0453 0.0198 61. 6 26.9 20.5 9.0 

3 I II 5.90 9.2 .0350 .0117 47.6 15.8 15.9 5.3 

E 4. 75 7.6 .0278 .0063 37.8 8.6 12.6 2.9 

I 11. 08 15.5 .1041 .0680 141. 6 92.5 23.6 15.4 

6 I II 9.08 13. 1 .0688 .0388 93.6 52.4 15.6 8.7 

E 7.08 10. 7 .0449 .0195 61. 1 26.5 10.2 4.4 

I 14. 19 18. 1 .1676 .1210 227.9 164.6 25.3 18.3 

9 I II 11. 69 15.3 .1065 .0700 144.8 94.5 16. 1 10.5 

E 9. 19 14.5 .0808 .0487 109.9 66.2 12.2 7.4 

16.84 19.9 .2322 .1751 315.8 238. 1 26.3 19.8 

12 I II 13.98 16.8 .1451 .1022 197.3 139.0 16.4 11. 6 

回 11. 12 13. 7 .0857 .0528 116.6 71.8 9. 7 6.0 

19.20 21. 5 .3027 .2342 411. 7 318.5 27.4 21. 2 

15 I II 16.06 18.1 .1072 .1374 254.6 186.9 17.0 12.5 

皿 12.92 14. 7 .1083 .0715 147.3 97.2 9.8 6.5 
一一一一一一一 一一一一 一一 --→一一

* 0.8 N・V]=現存本数 (N=1，700本/hax現存率 80%)x皮付き材積
** O. 8 N. V" = " (N=1，700本/hax現存率 80%)x木部利用幹材積
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OMP造林地は試験造林の性格上，種々の地形，土i袋条件のところに植栽した。 後

述するが，回等地区分の大部分は植栽不適地とみなされる場所である。

そこで皿等地は今後の事業造林では除外されるものと考え，基準生長曲線+0.6σ の

値，すなわちE等地の上限を OMP造林地の平均生長とした。これを 12年生につい

てみると樹高，1淘高直径，単木材積及び林分材積それぞれ 15.4m， 18.4 cm， O. 186 

m3， 253 m3 (年平均21.1 mりとなる。

TEOH Seng Keat (1981)は半島マレーシアの西側 51'十1，28 回定プロット (5~20年

生〕で40本/エーカ(優勢木〉の樹高測定値により地位区分を行ない r，II等地を

適地， 皿等地の下限を植栽限界，N等地を不適地とした。

OMP造林地も上記の方法に準じて樹高を算出し， TEOH Seng Keat (1981)の地

位区分曲線にプロットし，図-9に示した。この図から OMP造林地はマ レーシアの

I等地下限からW等地中央に位置していることがわかった。

図中の白丸は OMPの皿等地に該当し，植栽不適地として除外した箇所で， ほぼ

TEOH Seng Keat (1981)の予測したW等地に該当する。

SMART (1972)はマレーシア，スンガイブロ一地区周辺試験地のデータを基に主主木

蓄積表を作成した。末日3インチまでの総l支内材積は 15年生で299m3 (362 m3~243 

m3)と推定している。木報 OMPの15年生皮なし材積はI等地で319m3， n等地で

187 m3， m等地を除外した平均備は246m3で SMART(1972)の推定値の約82%に相
当する。

オ ーストラリア北東部のクイーンズランドで樹齢 1O~20 年生， 24プロットの皮内
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材積の平均生長量は 3.1m3か ら

36.8 m3と場所による差は大きい

が平均約 20m3 と予測し，OMP

の 22.2m3 とほiぎイ以た{直で、ある。

東南クイーンズランドに植栽し

た 16年生造林地は皮内総材積

229m3で OMP予測のE等地上

限にほぼ一致する。

WRIGHT (1971)はフィジー2地

域での調査結果，輪伐期を 15年

とし， その時点での平均生長は

24.4 m3と予測している。しかし

これらの推定値は若い造林地での

調査結果であること，地位が平均

より良いこと，;TI一積が総量:て不11用

材積でないことなどを考慮し，'f

図-9 マレーシアにおける地位区分と OMP 均生長は 17.5m3位と予測して

の生長 いる。
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5 地位区分と地形・土壊， 摘栽適地

試験造林地500haの 3年ごと計4回，12年生までの生長調査結果から得られた

カリビアマツ地位区分と，地形 ・土壌，植栽適否について，表-Hこ示した。

地位区分の I等地は，東側高地斜面下部の赤黄色ポドゾノレ性土壌黄色系，又は，赤

色系砂質土で，有効深度の大きい (50cm以上)，理化学性にすぐれた土壌地域，又，

E等地は高地斜面上部の赤黄色ポドソツレ性土壌赤色系及び，西側波丘地のラテライト

性土壌の，有効深度の小さい土壌地域に対応している。沢i品、平坦~緩斜地は，地下

水位高く過湿な地下水土壌で，カリビアマツは植栽後次第に衰弱し枯死に至るもの

が多く，植栽不適地である O

その他の地域，即ち，高地斜雨中部，及び， ラテラ イト性土壌地域との境界部は，

E等地に該当する。

造林作業上からみると，波丘地は，標高差も少なく，緩斜地で，地形的には有利と

7与えられるが，波丘地形は， ラテライト性土壌の分布が広く，カリビア 7 ツの生育は

劣り，沢沿い平坦~緩斜地と共に，適地選定に当つては注意を要する点であるの

表4 地f止fZ:分とi也形 ・土主義， j直栽適i也

J也f立 l也形1-土成タイプ i有効深度，理化学性
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6. おわりに

昭和47年から5ヶ年間に豆り，マレーシア，ジ ョホーノレ州に設定されたカリビアマ

ツ試験造林地500haについての， 3年f耳，計4回， 12年生までの諸調査結果から，

今回は，カリビアマツの生長と，地形・土壌，地位区分について取りまとめた O 何ら

熱帯林業 NO.1(1984) 23 



かの参考になれば幸いである。

〔引用文献〕千葉茂，堀健治，小川章，永田義明，坂本武:西マレーシア

における王子 ・マレーシア試験ia林地 (OMP)現地調査報告書，海外林業コンサノレタ
シツ協会，pp. 182， 1984年3月(本報告書に引用文献45点記載)

新刊紹介 1111111111111111111 山川111 川 H川川11川11川川11川川川H川川11川川川川H川川川H山山川11川11川川川川川川H川川川111川川川H川川川H川川川川川11川111川川川川H川H川川11川川川川11川H川川川111川川川11川川川H川川川川川川川H川川川111川川川111川川川川川1111川川川11川川川H川川H川川111川川川川11川川川11川川川川川111川川11川|川川川川11川川H川川111川川川H川川川H川川11川川川川H川川川H川11川川1111川川川H川川川1111川川H川川川11川川川川1111川川11川川11川川川川川111川川川川H川111川川川11川川川11川山川州11川川川11川川11川11川11川川川11川川川11川川川川川川川11川川11川H川川川111川川川川川川11川川H川川111川川H川川川1111川川11111111川11 

①熱帯植物要覧 熱帯植物研究会編(執筆者:岩佐俊吉，木方洋二，北野至売，佐々

木尚友，鈴木健敬，原敬造)，B 6変形判， 734 pp. (本文 568pp 索引 165pp. )， 

社団法人大日本山林会，昭和59年8月25日発行，仰i4， 500門(10部以上まとまると

一割引〉

子供の頃，果物屋の広先に並んでいたパナブーから想像するしかなかった遠い熱，惜の

植物が，現在では，われわれの日常生活の中に，どっかりと座り込んでいる。その代

表は南洋材を始めとする熱帯材で，厳密に種を区別出来るとしたら， 1000種にはなっ

ているだろう。植木屋の庖先の見馴れない片仮名名前の花，観築植物，デパートのシ

ョーケースの中の冷蔵した果物，ラタン製品等身，一体，われわれの身の回りにどの伎

の熱帯他物が存在するのだろうか。しかも，その数は， 1]三々 着実に増加しており，多

分本書の著者逮が，当初J“もしかしたら"あるいは “ま さか"と思って取り上げた剥

がすて十こ広先に座っている可能性も十分ある位である。

ところが，これらの熱帯，植物の正体は何かということになると，ごく一部の専門家

を除いては，あやふやなことが多い。これだけ，熱帯植物と縁が深くなって来ている

のに，総括的に知識を与えてくれ，かつ，つねに拠り所となる著書がなかったことは，

不思議なことである。このことは，熱帯関連の専門家の仕事の上で，また， 日常生活

の中での熱帯植物資源に対する理解の上で大きな弱点になっていた筈である。

この “熱帯植物要覧" は“南洋植物~覧"の復刊への要望が契機となって企繭され

たものであるが，そうでなくとも，ずっと以前に発刊されて欲しかったものである。

その内容は，後者に比較して， jをかに豊富で，優れたものになっている。 3000種にわ

たる植物についての記載は，林木，薬用植物，果樹，作物などについて必要なものは

網羅しているといってよい。

熱帯に関係する研究あるいは事業，とくに農林関係の，に従事する人々にと っては，

正に座右の書とすべき好著である。さらに，熱帯植物の愛好家にと っても，またとな

いガイドブックであることは言を侠たない。(須藤彰司)

多お知らせ 熱帯農業研究セン担ーが編集，旧熱帯林業協会が刊行した 「熱帯の有

用樹種J(八5版 666pp，昭和53年2月FIJ，定佃i6，500円送料込〕の残部がありま

す。木作4月以降は大日本山材、会〔電話 03-587-2551)で取扱っていますので，ご希

望の方は伺会にお間合わせ下さいり
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